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いよいよ今年も残すところ２週間程になりました。11月は東郷小中学校にとって、大変
有意義な月で、基礎学力アップ推進事業の研究発表会、フェスタイン東郷、振徳教育の日が
本校で行われました。研究発表会では、『４つの学ぶ力』をどのように子どもたちに身に付
けさせ、自ら学びこれからの人生を豊かに生きるための力を育てるかについて取り組んでき

た学習活動を観ていただきました。この取組の中で、子どもたちは確実に成長し、日々の挨
拶、清掃活動、そして学習活動に変化を感じることが、以前に比べて増えてきたように感じ
ます。勿論、本校職員だからこそ感じられるのかもしれませんが、子どもや私たち職員の意
識を高める取組であったことには間違いありません。フェスタイン東郷や振徳教育の日に、
風田盆踊りや東郷音頭でいきいきと舞う子ども達を見られた保護者や地域の方々の表情が
とても良かったことにもその成果が感じられました。しかし、これからが勝負です。この後、

私たちがどのようにこの取組を継続していくかが大切だと思います。地域と共にある東郷小
中学校として、ふるさとを愛し、ふるさとに貢献する人づくりをしていかなければならない
と思います。 

人権・平和を考える集会   

12 月の人権と平和を考える週間に
あわせ、本校でも人権について考え
る取組を行いました。人権集会では、
代表として８年生の池田緋子さんが
戦争で広島や長崎に投下された原爆
によって生じた悲劇や差別について、
全校生徒に向けて真剣に話してくれ
ました。８年生は、修学旅行で被爆
された方から話を聞いたり、“長崎原
爆記念館”でたくさん学んできたば
かりということもあり、みんなの心

に迫る話をしてくれました。さすが
です。その後、小学生全員が声をそ
ろえて『へいわってすてきだね』の
群読、中学生代表６名による『ほら 
そこに』の詩の朗読がありました。気持ちを込めた一言一言
に“いじめをなくし、みんなが楽しく過ごせるように”という願いが伝えられ、東郷小中全
員で人権と平和について真剣に考えることができました。最後に、濱田校長先生から、“戦
後 70年の今年は、夏休みや 10月に地域の方々から戦争について話をしていただいたこと。
戦後についてはその事実を知ることが大切であること。友達とうまくいかないこともあるが、
それは解決することが大切であること。そして、同じ言葉でも、人によって嫌なことが異な
り、自分には気にならないことでも他の人は気にすることがある。相手の気持ちを考えるこ

とが大切である。平和とは、朝起きて、そして元気にお家に帰ることかもしれませんね。”
という話で集会をまとめていただきました。 
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1月行事 

６日（水） 始業の日・始業式・９年生実力テスト 
 ７日（木）  ９年生実力テスト  

６年小中一貫学力テスト 
身体計測・視力検査（１～３年） 

８日（金）  身体計測・視力検査（４～６年） 
９日（土） 親子たこ上げ・もちつき 

１２日（火） 英単語テスト（中） 集団下校（小） 
１３・１４日（水・木） ８年生実力テスト  
１３日（水） 避難訓練・火災（合同）  
１５日（金） 参観日・新入生説明会 
１９日（火） 食育の日 
２０日（水） 新春子どもの声を聞く会 
２３日（土） 家読の日 
２７日（水） 私立高校入試（第一・日大・鵬翔） 
２８日（木） 私立高校入試（日章） 
３０日（土） 漢字検定（小） 

第 2 回学校保健委員会・教育講演会 

４日、参観日に学校保健委員会を行いました。その中では県
立看護大学・大学院教授“江藤敏治 氏”に、『命の授業』～中
学生の時期に知ってもらいたい自分の心・体の知識～という演
題でお話をしていただきました。医師の立場から、AIDSの現状
やその予防について、正しい知識と理解をもって差別をしない
姿勢を持つことの大切さなどの話がありました。子どもに問い
かけたり、保護者の皆さんに質問したり、ペアトークなどを取
り入れながらあっという間の貴重な時間を過ごすことができ
ました。 

最後に安心できる人の条件とは“何でもひたすら聞いてくれる”“批判をせず無条件に理
解してくれる”“自分の立場に立ってくれる”ことである。1 分間ほめあう時間をとり、み
んなが過ごしやすい社会をつくっていきましょう。という話で締めくくられました。 

[より良い人生を送るために大切な取組]（講演会より） 
☆自分をほめる。※毎朝、鏡に向かって「今日もきまってるよ！」と言う。  

 ☆今の自分を認める。よいところを探す。※ほめたらのびる。（親子、友だち同士で） 
 ☆声に出してほめる。態度で示す。※“言わなくても分かるだろう・・”はダメ 
  言われ続けたらそのように（良く）なっていく。 
 ☆理解し合うには、お互いに良い所を探す。  
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さとねり ３年生がさとねり体験を行いました。自分たちで育てたサトウキビを刈り取り、

皮をむき、風田のさとねり作業場に運び、地域の

方々と一緒に黒砂糖づくりをしました。さとうき

びが黒砂糖に
なるまでの作
業を体験する
とともに、自分

たちが育てたサトウキビからおいしい黒
砂糖ができたことには感動したようです。
東郷には、まだまだ貴重な伝統が残って
いることを知る機会になりました。“日南
特産 黒砂糖物語さとねり（風田製糖組
合）”として道の駅などでも販売されてい

るそうです。 

◎ 私は今まで、相手をほめることが少なかったので、これから相手のよい所を見つけていき

たいと思います。そして、自分のよい所も見つけられるようになりたいと思います。 

◎ 先進国の中では、日本が一番エイズ患者が多いことには驚きました。この病気は予防する

ことが大切だと知り、他人事と思わないようにしたいです。そして、正しい知識をもち、人

権を尊重する心を持ちたいです。               （生徒の感想から抜粋） 

◎ 今日から子どもをほめていこうと思います。子育てに不安を持っていました。私だってほ

められたら嬉しいし、また次もがんばろうって思えます。今からでも遅くないと信じて今日

からほめます。 

◎ HIV 感染症や性感染の要因について、中学生にしっかりと伝えていただいてとても良かっ

たです。                         （保護者の感想から抜粋） 


